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ネ ッ ト時代 に必要 な ことは 「疑 うこと」 だ と思い ます。 ネ ッ ト上 では膨大 な情 報が

飛び交 っていて,数 多 くの関連情報 を速 く簡単 に得 るこ とがで きます。 しか しその反面,

信頼性 の低 い情報 に惑 わ され る危険 もあ り,ま ず疑 うこ とで情報 をプィル ターにか け,

情報の信頼性 を自分で高めてい くことが大切 です。

私 どもの教育現場 で も 「疑 うこと」 に似た考 え方 を教 える必要性 が高 まってい ます。

ク リテ ィカル ・シンキ ング(批 判的思考法)と 呼 ばれ る考 え方 です。 この ク リテ ィカル ・

シ ンキ ング を教 えることは,教 員 にとって 自分の講義 を学生 に否定 され る ことにつ な

がる可 能性 もあ ります が,情 報 発信者の信頼 性 が保 障 され ない現 代社会 では,学 生 に

向 けて警鐘 を鳴 らし続 けることが大切 だ と思われ ます。

疑 う(doubt)の 語源 はラテ ン語で,duetやdoubleと 同様 に数字 の2に 関係す る こ

とといわれ ています。す なわち,疑 う(doubt)と は,あ っちか な,こ っちか な との二

者択一 が語源 で,「 本 当に正 しい こと」 を 「間違 っているが正 しく見 えること」 か ら見

分 けるこ とで あると思い ます。

以下 にお示 しす る文章 は,3年 生の基礎 臨床統合 講義 に使 ってい る講義 ノー トの一

部 で,ク リテ ィカル ・シ ンキ ング を多分 に意 識 して作成 した ものです。学生 は前年度

に生理学 を履修済みで あることをお断 り してお きます。

講義 ノー ト 「噛 むことと運動能力 との関連性につ いて」

「歯 を食 い しば ると力が出 る」 とい う俗説 を,多 くの ヒ トが何 の疑い もな く信 じてい

る。重量挙 げの選 手がバ ーベル を持 ち上 げて い る時の写真 や,運 動会 の綱 引 き競争 で

一生懸命 に綱 を引 く子供 の姿 な どか ら連想 され るか らで あ ろう。確 かにプ ロ野球 の王

貞治氏 は現役 時代,素 振 りの練習 で も食 い しばってい たため,歯 が磨 り減 ってぼ ろぼ

ろに なっていた とい うエ ピソー ドがあ り,当 時 の写 真 には1本 の前歯 が半 分欠 けてい

るもの もあ る。 しか し,同 時代 に活躍 した長嶋茂 雄氏 は,ボ ール を打つ 瞬間 に口 を開

けてい た ことが,残 されてい る多 くの報道写真 か ら明 らかで,必 ず しも食 い しば るこ

とが,す べての ヒ トで 「発揮す る力」 に影響す る とい うこ とで はない よ うだ。 とはい っ

て も,や は り多 くの ヒ トは力仕事 を した り,ボ ール を打 った り蹴 った りす る瞬 間に思

わず食 い しばって いた とい う経験 を持 ってい るで あろ う。 「食 い しば ると力がで る」 と

い う解釈 以外 に,食 い しば るこ との別 の解釈 を考 えたほ うが理解 しやすいの か も しれ

ない。「食い しば る と頭 が しっ か りと固定 され,運 動能 力 が増 す」 とい う考 え方 が あ

る。頭 の固定が あ らゆ るスポーツの基本 で,頭 の位置 を定 め るこ とで 目か ら入 る情報
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を,こ れか ら遂 行 しようとす る動作 に正確 に反映で きるか らだ。 きっと,長 嶋氏 はボー

ル を打つ 瞬間に常 人 とは異 な る方法 で頭 を固定 していたの かも しれ ない。

頭部 にモ ーシ ョンセ ンサ をつ け,食 事 中の頭部の動 きを観 察す ると,頭 を微 動だ に

しないで食 事 をす るヒ トと,顎 の動 きに協調 させ るか の ように頭 を前 後 に揺 らしなが

ら食事 をす るヒ トが見 られ る。顎 を動かす筋群 に違 いがな けれ ば,一 方 の顎 だけ を動

か して咀嚼す るよ りも,両 顎 が互 いに接近 した り離れ た り して咀嚼 す る方 が効率 的 な

はず であ る。 それ ゆ え,上 顎 と一体 化 して い る頭 も動 か しなが ら咀嚼 す る方 が有利 だ

と思 われ る。 しか しなが ら,目 に見 えるぐ らいに頭 を動 か しなが ら食 事 をす るヒ トの

割合 は1割 程度 で ある。野生動物 の場合,常 に周 囲の状況 を正確 に把握 してい ることが,

生命 を守 るために重要 で,食 事 の時 も決 して油 断せず,常 に周 囲に気 を配 る必要 がある。

弱小動物 ほ どこの傾 向が強 いだ ろうと想像 で きる。一方,ラ イオ ンの食 事風景 を映像

で眺 め ると,確 か に頭 を動 か しなが ら咀嚼 してい る ことが観察 され る。 この ことだ け

で即 断す るわ けにはいか ないが,地 上の覇者 を自負 してい る人類 が,未 だ に弱小 動物

で あった時代 の行動様式 を引 きず っているの だろ うとい うの は考 えす ぎだ ろ うか。

健康 で長生 きす るためには,時 間 をか けて食 事 し,腹6,7分 目で止 め るのが良い と

言 われ てい る。ゆ っ くりと時間 をか け,ラ イオ ンの よ うに じっ くりと味わ うよ うに頭

を揺 らしなが ら食事 す ることがあって も良 いか もしれ ない。

「先 人た ちの研 究成 果 をまず疑 い な さい」,「むやみ に ヒ トの結果 を信 じない こ と」,

これ は私が研究 を始 めよ うとした ときに恩 師か ら言われ た言葉 です。 「科学 とは疑 うこ

とで ある」 とは,言 い古 され た ことか も しれ ません。 しか し疑 うところか ら学 問が始

まるの は確 かです。心 のすみ に芽生 えた疑 いが当た ってい るか間違 ってい るかは調べ

てみ なければわ か りませ ん。 まず は疑 うこ とか ら始 め,そ の疑問 を じっ く りと調べ分

析 して真実 を見つ け出す ことが研究 で はないで しょうか。 この ことは,研 究 ばか りで

な く臨床 の場で も当て はまるのではないか と想像 され ます。 ある著名 な臨床 家いわ く,

「10年前 に もてはや されて いたエ ビデ ンスのい くつ かが,現 在で は完 全 に否定 されて

い る」 と。

(奥羽大学歯学部 口腔機能分子生物学講座)

(ii)


